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６
月
22
日（
木
）午
後
３
時
よ

り
、名
張
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ア
ス

ピ
ア
Ⅰ
に
お
い
て
、平
成
29
年
第
２

回
通
常
議
員
総
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。議
事
に
先
立
ち
、川
口
会

頭
よ
り
、「
景
気
は
緩
や
か
な
る
回

復
基
調
が
続
い
て
い
る
と
い
う
判
断

で
あ
る
が
、た
だ
、地
方
経
済
は
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

名
張
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
会
員

数
１
，１
９
３
件
ま
で
増
強
頂
い
た

こ
と
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、目
標
１
，３
０
０
件
に
向
け
て

よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。次
に『
ワ
イ
ン
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
』に
つ
い
て
は
、旧
国
津
小
学

校
校
舎
の
整
備
を
行
い
、ワ
イ
ナ
リ

ー
の
製
造
拠
点
と
し
、平
成
30
年

４
月
よ
り
利
用
を
開
始
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

７
月
29
日（
土
）開
催
予
定
の
名

張
川
納
涼
花
火
大
会
に
つ
い
て
は
、

皆
様
方
か
ら
の
ご
協
賛
に
対
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
る
。」と
挨
拶

を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、日
本
商
工
会
議
所
会
頭

か
ら
、上
村
博
一
議
員
に
対
し
30

年
以
上
永
年
就
任
表
彰
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
事
に
入
り
、平
成
28

年
度
事
業
報
告
並
び
に
各
会
計
収

支
決
算
、規
約
の一
部
改
正
、常
議

員
の
補
充
選
任
に
つ
い
て
10
議
案

を
提
案
し
、全
て
満
場
一
致
を
も
っ

て
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

（
平
成
28
年
度
事
業
報
告
総
括
的

概
要
並
び
に
収
支
決
算
総
括
表
を

次
頁
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

  
平
成
29
年
第
２
回
通
常
議
員
総
会
を
開
催

平
成
28
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決
算
等
を
承
認
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会議所ニュース　第 598 号 ⑵

平成28年度　事業報告総括的概要
　　わが国経済は、政府の経済対策等により企業収益や雇用状況に改善の動きが見られるものの、不安定な世界経済や政治動向
など先行きの不透明な状況が続いています。
　そのような中、新たな危機に陥ることを回避するため、消費税率10％への引上げ時期を平成31年10月1日に延期されました。こ
のことにより社会保障費への影響が懸念されるところですが、事業者にとっては、駆け込み需要の動向や反動減の予想など企業経
営に対する影響度合いを引き続き注視していく必要があります。
　当地域においては、人口減少、少子高齢化が進み、地域経済の停滞、市場の縮小、中小企業・小規模事業者の活力低下、まちなか
の活気低下・疲弊などの地域課題が深刻化しています。
　こうした中、当所では、11月1日から第22期に入り、地域総合経済団体として商工業の総合的な発展と名張市のまちづくりをリ
ードする観点から、新たに、地域産業の活力強化、地域資源の活用、地域・まちの再生の三つの課題に取り組むべく政策特別委員会
を継続して設置しました。
　地域経済の持続的発展と人口増加に向けて、地域、官民等の多様な連携と地域の資源を最大限に活用して地域経済の活性化
を図り、地域の再生を実現するため、第２１期の最終年度、次の方針のもと中小企業・小規模事業者支援を軸に企業と地域から信頼
される商工会議所の存在感の向上に取り組みました。
１．「地域経済や産業の拡充強化を進める取組」を進め、持続可能な地域力を高める。

　地域産業の活力強化として、中小企業・小規模事業者の多様なニーズに対応するため、市内金融機関との連携・協力協定の締
結をはじめ、関係機関と連携のもと経営支援体制を強化しました。
　また、「名張産業フェア」として地元企業への就職と地域産業の人財確保を図る「就職フェア」、名張の優れた魅力ある食文化、
食産業をPRする「食彩フェア」を開催しました。
　さらに、名張の経済発展に貢献する代表的な工業系企業、工業団地等を紹介する「名張ものづくり企業ガイドブック」を制作し、
広く市民、学生等への情報発信と地元就職支援に活用しました。
　今後も引き続き就職セミナーやインターンシップ等雇用創造、人材確保に向けた事業を関係機関等と連携し、継続的に実施し
ていきます。

２．「地域資源の創出・活用と多様な連携を進める取組」を進め、事業者の活力強化と自立的成長を図る。
　地域の特産品である「ぶどう」のブランド力を高め、販路拡大や観光振興などを目指す「ワインづくりプロジェクト」は、ワイン製
造拠点の整備について、名張市の協力のもと旧国津小学校舎の活用が具体化し、今後新たな経営事業体の設立など、計画実現
に向けて進展が図られつつあります。
　また、市内外の多くの方に名張を知ってもらうことを目的に名張の特産物等の商品を認定する地域ブランド認定制度の創設を
めざして研究を進め、今後も民産学金官との連携を取りながら早期に制度ができるよう取り組みます。

３．「地域を元気にし、まちの賑わいを創出する取組」を進め、中心市街地、地域商業の活性化を図る。
　移住・定住への支援を目的に「なばコン（まちコン）」を本年も実施し、出会いの場を創造するとともに、まちの賑わい創出にも取
り組みました。
　また、桜まつり、納涼花火大会、街道市、秋祭り等の実行委員会に参画し、地域振興事業に本年度も取り組みました。
　空き店舗、空き家、空き地の活用とネットワークについては、具体的な取組には至りませんでしたが、今後、名張地区まちづくり
協議会等との協働による空家活用促進策や事例研究のほか、人口増加対策に係る講演会、セミナー等の開催で機運の盛り上げ
を図ります。

４．「経営支援力の向上」に努め、経営者の課題解決に向けたコーディネート機能の充実と事業のさらなる成長に向けた支援強化を図る。
　小規模事業者支援として、経営改善支援、記帳指導、金融相談、販路拡大支援など経営改善普及事業の相談指導業務に延べ
約１５００回以上の支援を行い、経営革新計画の策定、三重県版経営向上計画の認定、小規模事業者持続化補助金の採択など多
くの制度活用につなげることができました。
　さらにこの取組を強化すべく、改正小規模支援法に基づく経営発達支援計画を策定し、7月15日に経済産業省より認定されま
した。本年度は伴走型の事業計画策定・実施支援のための体制整備を進めるため、会員事業所の現状や、当商工会議所へのニ
ーズを把握し、経営発達支援計画に反映させるため、アンケート調査を実施しました。この結果をもとに、今後の経営改善普及事
業、経営発達支援事業をより効果的に実施し、会員事業所の経営力の強化を図っていきます。



の
ぼ
り 祭

⑶ 第 598 号　会議所ニュース

　持続化補助金など各種補助金施策については、経営支援の大きなツールとなっており、情報発信やセミナーの開催、個別支援
に精力的に取り組みました。

５．「会議所活動と会議所基盤の強化」に努め、役に立ち、信頼される商工会議所の実現を図る。
　商工会議所の運営を支え、事業活動の推進力となるのが会員制度であることから、組織力向上と財政基盤充実のため、組織
拡大委員会を中心に役員・議員が一丸となって「会員増強キャンペーン」を展開しました。未加入事業者リストと会員紹介カードを
作成し、業種間での紹介を中心に、関係各位のご協力により、一定の成果を収めることができました。
　次年度も引き続き商工会議所の理解を深めていただける工夫を強化し、会員増強の取組を持続的活動として実施していきま
す。

６．「名張産業振興センターの機能、運営の充実」に努め、地域交流拠点としての役割強化を図る。
　産業振興センターは多くの皆様にご利用いただき、貸室の稼働率はほぼ昨年と同様で推移するなか、特に1階多目的ホールの
稼働率は、昨年度66.7％から本年度70.7％となりました。
　経年変化による施設設備の更新、改修箇所が増加している中、定期的なメンテナンスを実施するとともに、計画的な改修工事
として本年度は、２階空調設備の更新工事や外壁塗装等を順次実施しました。
　また、「まちの駅アスピア」として、伊勢志摩サミットで提供された名張の名酒の紹介や「産業フェア」での地域産品の出店、直売
などの情報発信にも取り組みました。

平成28年度収支決算総括表 平成28年4月1日～平成29年3月31日（単位：円）

　 会 計 別 　

一 般 会 計

繰越金
Ａ

実質収入
Ｂ

実質支出
Ｃ

収支残高
Ａ＋Ｂ－Ｃ

繰入金
△繰出金

差引収支
残　　高

中小企業相談所特別会計

特定退職金共済特別会計

共済・労働保険特別会計

産業振興センター運営特別会計

　 小 計 　

　 小 計 　
　 合 計 　

退 職 資 金 特 別 会 計

財政調整資金特別会計

1,075,018

697,001

43,722

1,098,190

806,250

3,720,181

63,027,741

106,936,301

169,964,042
173,684,223

40,723,725

41,895,931

36,698,594

14,498,217

34,734,998

168,551,465

6,306

12,219

18,525
168,569,990

22,338,223

56,002,447

37,228,316

17,662,264

41,607,489

174,838,739

0

0

0
174,838,739

19,460,520

△ 13,409,515

△ 486,000

△ 2,065,857

△ 6,066,241

△ 2,567,093

63,034,047

106,948,520

169,982,567
167,415,474

4,000,000
△ 22,845,000

15,495,000
△ 1,500,000

550,000

2,300,000

7,000,000
△ 500,000
4,500,000
3,000,000

0
500,000

△ 8,000,000
△ 4,500,000

0

615,520

585,485

64,000

234,143

433,759

1,932,907

66,034,047

99,448,520

165,482,567
167,415,474
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　会館運営管理委員会では、これまでアスピアの運営やまちづくりの参考になるところを視察
してきましたが、新しい任期に入り、自由な発想で視察研修を行うことになりました。今回は、
現在、名張商工会議所で取り組んでいるワインプロジェクトに因み、「神戸ワイナリー」を6月2
日に見学しました。
　神戸ワイナリーは1983年にワイン醸造をスタート。翌年、神戸ワイナリー開園と同時に神戸
ワインの販売を開始しました。法改正に伴い、ぶどうの産地を問わず国内で醸造したワインを
「国産ワイン」と呼ぶのに対し、国内産ぶどうを90％以上使い、国内で醸造したものは「日本
産ワイン」と区分し、神戸ワインはまさに日本産ワインとして近 に々呼称を改正されるそうです。
　水はけが良く、日当たり良好な傾斜地にあるワイン畑を見学した後、醸造場を見学し、製造工程ごとに説明を受けました。ぶどうに必要
な糖度は約20度。これくらいの甘さがないとアルコールがうまく発酵しないそうで、良いワインには良いぶどうが欠かせないとのこと。
　午後は「神戸酒心館」と、北神戸の豊かな自然の中で中世ヨーロッパのルネッサンス様式の美しい建物や庭園を中心に数多くの施設
が点在する道の駅「神戸フルーツ・フラワーパーク大沢」を見学し、帰路に着きました。
　当日は梅雨入り前のさわやかな好天に恵まれ、無事視察を終えました。

　6月22日（木）、名張産業振興センター「アスピア」に
おいて平成29年度　優良従業員表彰式を開催し、

会員事業所よりご推薦いただきました35名の方々が優良従業員として表彰されました。
　当日は、亀井名張市長をはじめ多数の来賓のご臨席と当所役員・議員、事業主の出席のもと盛大に行われました。
　表彰式では、名張市内の事業所において永年勤続された従業員の方々に川口会頭より表彰状・記念品が手渡され、勤続２０年以
上の方 に々は亀井名張市長より感謝状・記念品が手渡されました。

会館運営管理委員会　神戸視察研修

■
勤
続
５
年
以
上（
2
名
）

清
水
　
優
介〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

伊
藤
　
貴
之〔（
株
）近
鉄
旅
館
シ
ス
テ
ム

　
ズ
青
蓮
寺
レ
ー
ク
ホ
テ
ル
〕

■
勤
続
10
年
以
上（
5
名
）

今
井
　
直
子〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

天
井
　
広
美〔
つ
つ
じ
が
丘
小
学
校
区
放

　
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
委
員
会
〕

浦
上
登
美
子〔（
株
）近
鉄
旅
館
シ
ス
テ
ム

　
ズ
青
蓮
寺
レ
ー
ク
ホ
テ
ル
〕

山
本
　
桂
司〔
伊
賀
プ
レ
カ
ッ
ト
協
同
組
合
〕

谷
川
　
祥
子〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

■
勤
続
15
年
以
上（
11
名
）

増
田
美
和
子〔
オ
キ
ツ
モ
流
通（
株
）〕

淺
川
　
英
俊〔（
株
）丸
栄
建
設
〕

石
川
　
哲
也〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

竹
島
　
一
真〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

西
角
　
博
昭〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

山
本
　
泰
弘〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

中
本
　
大
介〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

大
八
木
浩
二〔（
株
）ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
プ
〕

野
中
　
美
鈴〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

吉
田
　
晴
彦〔（
株
）安
永
　
名
張
工
場
〕

大
井
　
秀
樹〔（
株
）安
永
　
名
張
工
場
〕

■
勤
続
20
年
以
上（
12
名
）

穴
口
　
将
行〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

服
部
　
　
淳〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

川
波
多
　
潤〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

嶋
村
　
勝
久〔（
株
）丸
栄
建
設
〕

斧
　
　
和
幸〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

福
永
　
崇
典〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

中
島
　
弘
智〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

市
井
　
夕
子〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

奥
野
　
英
司〔
伊
賀
プ
レ
カ
ッ
ト
協
同
組
合
〕

浦
本
　
久
志〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

早
瀬
　
好
美〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

森
脇
　
裕
子〔
吉
谷
靴
下（
株
）名
張
工
場
〕

■
勤
続
30
年
以
上（
5
名
）

今
中
　
敏
了〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

沢
田
　
　
諭〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

片
山
　
孝
夫〔（
株
）タ
カ
キ
タ
〕

福
田
　
稔
弘〔（
株
）丸
栄
建
設
〕

友
田
　
浩
司〔
名
張
近
鉄
ガ
ス（
株
）〕

（
敬
称
略・順
不
同
）

平成29年度　優良従業員表彰式を開催
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　今年で１５回目を迎える「みえリーディング産業展」は、県内最大
級の展示会で、毎年幅広い業種の方々にご来場いただいておりま
す。　この機会に、業種を越えた「新たなビジネスチャンス」を見つ
けてみませんか？多数の皆様のご出展をお待ちしております！ 
募集対象者　三重県内外の企業、団体、個人、大学・高専等の

研究・教育機関 
出展料金　標準小間（間口4.0ｍ、奥行3.0ｍ、高さ2.5ｍ、長

机１脚・イス２脚つき）
　○県内事業者：大企業　　　　　　　100,000円
　　　　　　　　中小企業　　　　　  　75,000円
　　　　　　　　小規模企業　　　　  　50,000円
　○県外事業者（規模不問）　　　　　100,000円
　○大学・高専等（県内外不問）　　　  25,000円
　○飲食コーナー（給排水・電気・ガス・共同シンク・冷蔵
　　庫つき）　　　　　　　　　　　　  125,000円 
申込方法　ＷＥＢでの申込となっており、出展を希望される方

は、ＷＥＢ上で必要事項をご入力のうえ、お申込みください。
申込先：https://mie-leading.com/signup　

申込期限　平成２９年７月３１日（月）　※申込状況により前後す
ることがあります。 

その他（ご注意いただきたいこと）
・パンフレットやホームページに掲載するキャッチコピーも、

WEB上でご入力いただきます。
・共同出展については、1ブースにつき2者までとさせていた

だきます。（2ブースなら４者まで、3ブースなら6者まで、
となります。）

・飲食コーナーでの出展募集もあります。給排水・電気・ガ
ス・共同シンク・冷蔵庫付きのブースとなっておりますの
で、その場で調理していただけます。

お問合せ先
　みえリーディング産業展２０１７実行委員会事務局
　〒514-8570　三重県津市広明町１３番地　三重県雇用経

済部ものづくり推進課内 担当 ： 藤山、大矢、三浦
　ホームページ：http://www.pref.mie.lg.jp/SSHUSEKI/HP/

leading/000039128_00008.htm
　電話：059-224-2393　ファックス：059-224-2480
　メール：lead@pref.mie.jp

　当商談会は、百貨店、スーパー等の大手流通業のバイ
ヤーが買い手としてブースを構え、そこに、全国の中小事
業者・卸売業が売り手として直接売り込みをかける「逆」
商談会です。2001年度よりこれまでに20回開催し、日本最
大級の規模と実績を誇る「逆」商談会となっています。 
　三重県内の事業者が関西圏での販路開拓に活用でき
る商談会となっていますので、積極的にお申込みいただけ
ますよう、よろしくお願いします。

日時　平成29年11月9日（木）
　　　10時から17時（13時〜14時は休憩時間） 
場所　大阪府立体育会館
　　 （大阪市浪速区難波中3-4-36） 
商談分野　食品、食材（一次産品含む）、住・生活雑貨、
　　　　　衣料、家具、 地域特産品ほか 
募集対象　中小製造業、卸売業、農林水産業など 
定員　1,350名（申込先着順） 
買い手企業　百貨店、スーパー、通販、ホームセンター、
　　　　　　生協、海外バイヤー など70社程度 
参加費　1名様あたりの参加費は下記の通りです。 

売り手企業の参加費
　①H29.10.23(月)まで　16,000 円
　②H28.10.24(火)以降　20,000 円

申込方法　http://www.osaka.cci.or.jp/uresuji/
  からお申込みください。 
お問い合わせ先　大阪商工会議所　流通サービス産業

部　流通担当　富田・大石   
　TEL：06-6944-6440 　FAX：06-6944-6565 
※その他、詳細情報は公式 HP（http://www.osaka.

cci.or.jp/uresuji/）をご確認ください。

大阪商工会議所主催商談会「第21回買い
まっせ！売れ筋商品発掘市」開催概要

「みえリーディング産業展2017」の出展者
を募集しています!!

事業資金融資情報
日本政策金融公庫国民生活事業普通貸付（基準金利）…1.81〜2.40%

平成29年6月26日現在

小規模事業資金 ……………………………………………1.60％
平成29年6月26日現在

中小企業相談所

学 習 の

ひ ろ ば



会議所ニュース　第 598 号 ⑹

　とれたて名張交流館運営協議会は、去る6月19日（月）午後4時から
名張市役所で総会を開催しました。①平成28年度事業報告②平成28
年度決算③平成29年度事業計画（案）④平成29年度予算（案）が提案
され、すべて承認されました。目標取扱額1億2千万円に対し94.6％と未
達ではありましたが、来場者が40万人を突破するなど、平成24年8月オ
ープン以来、人気が定着しつつあります。

共済制度キャンペーンご加入・ご協力ありがとうございました
　当所では、４月１7日〜６月３０日の間、アクサ生命保険(株)と共同で
“共済制度キャンペーン”を実施致しました。
　キャンペーン期間中、当所職員及びアクサ生命保険推進員が訪問
させていただいた際には、お忙しい中お時間をいただき誠に有難う
ございました。今後も会員の皆様にとって、共済制度がよりよいもの
になるよう努力して参りますので、引続きご愛顧のほどよろしくお願
い申し上げます。

最高得点者は　廣澤　龍典 さん
　日本珠算連盟・日本珠算連盟名張支部主催（名張
商工会議所後援）による「全国あんざんコンクール名
張大会」が去る6月18日（日）、154名の選手が参加
のもと名張産業振興センターアスピアにおいて開催
されました。
　参加選手は学年別に小学校1年生以下から一般
の部まで11部門に分かれ、競技は各部門とも、かけ
暗算、わり暗算、みとり暗算の3種目を行い、あんざんの腕を競い合った結果、一般の部Ⅰの
廣澤龍典さんが見事満点で最高得点者賞に輝きました。
　各部門の名張1位は以下の通りです。

とれたて名張交流館運営協議会総会を開催

2017年全国あんざんコンクール名張大会を開催 【名張一位】
　・小学校１年生以下の部　　西岡　蓮ノ介
　・小学校２年生の部　　　　服部　翔太
　・小学校３年生の部　　　　竹島　大智
　・小学校４年生の部　　　　安岡　亮晴
　・小学校５年生の部　　　　三田村　心春
　・小学校６年生の部　　　　小谷　涼太
　・中学校１年生の部　　　　小林　夢奈
　・中学校２年生の部　　　　小谷　彩花
　・中学校３年生の部　　　　竹島　愛理
　・高校生の部　　　　　　　布生　菜々子
　・一般の部Ⅰ　　　　　　　廣澤　龍典

　　観光、食関連産業の振興、ICT・ビッグデータの利活用によるビジネス創出に向
けた取組の促進など、関連する産業の活性化及び生産性の向上等を推進すること
で、地域に安定した雇用の創出を図り、地域の総合力の向上につなげていくプロジ
ェクトです。このプロジェクトで、３年間で４２２人の正社員雇用の創出を目指します。
○対象業種 ： 食料品製造業、情報サービス業、飲食料品小売業、宿泊業等
※対象業種の事業者を対象に、課題解決や新商品開発、販路開拓、人材育成・確

保、雇用管理の改善等の取組の支援事業を実施します。実施事業の募集開始
次第、順次ＨＰにアップしていきますので、生産性向上や働きやすい職場づくりに取
り組む事業者の方はご活用ください。

1．【募集期間：随時募集中】≪中小企業等の人材確保支援事業≫〜「就職・転職フ
ェア等出展支援事業」〜(補助金)就職・転職フェア等に係る出展料、委託費等、
旅費の一部を補助します。

2．【募集期間：随時募集中】≪高度人材育成支援事業≫〜「課題解決や新事業展開を図る人材育成支援事業」〜(補助金)社内研修の
実施及び社外研修への参加に係る費用の一部を補助します。

3．【募集期間：随時募集中】≪人材確保支援事業≫〜「高度人材等確保支援事業」〜(補助金)経験豊富な人材を確保する費用の一部
を補助し、技術力・新規参入力の向上や事業拡大をめざす企業を支援します。

4.【募集期間：随時募集中】≪販路開拓支援事業≫〜「専門展示会等出展による販路開拓等支援事業」〜(補助金)経営基盤強化をめ
ざした新規顧客獲得のための展示会出展経費の一部を補助します。

5.【募集期間：随時募集中】≪地域人材育成支援事業≫〜「生産性の向上等を図る地域人材育成支援事業」〜(補助金)従業員や求職
者の正社員化を目的とした研修や講師の招へい費用を支援します。

6.【募集期間：随時募集中】≪課題解決支援事業≫〜「生産性向上や高付加価値化に向けた課題解決支援事業」〜(補助金)課題解決
の為のアドバイザー派遣や専門機関調査等にかかる経費を支援します。　　・・・など

募集に係る詳細は、URL: http://www.miesc.or.jp/chipro/　でご確認ください。
お問合せ ： 三重県産業支援センター　地域活性化雇用創造プロジェクト　ＴＥＬ ： 059-253-1260　ＦＡＸ ： 059-228-3800

三重県地域活性化雇用創造プロジェクトについて


